
広告 町収入の一部とするため有料広告を掲載しています

８日 25 日㊐に阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター
にて、防災と災害を学ぶ県外研修を行いました。

研修の初めに、語り部ボランティアである神戸市消防局の香
か

西
さい

消防士より、阪神・淡路大震災の体験談を伺いました。特に、
緊迫した状況の中、すべての被災者を救うことができず、苦渋
の決断を迫られた現場の実態に深い衝撃を受けました。その後、
震災当時の再現映像を鑑賞し、震災に関する遺留品や記録が展
示されたフロアを見学しました。

実際の体験者の声や記録から学ぶことで、災害の恐ろしさと、
それに対する備えの重要性を改めて実感しました。今回の県外研修の成果は、今年度の町民人権
学習会のテーマである「災害と人権」に役立てます。

町民人権学習会にご参加ください ―湯浅町／湯浅町教育委員会／湯浅町人権尊重委員会―
今年度のテーマは「災害と人権」です。特に、避難所における要配慮者への支援について、みな

さんと話し合いたいと思います。
既に開催済みの地区もありますが、来年の１月末までの予定で各地区において学習会を開催しま

す。（詳しくは回覧でお知らせします）
一人でも多くのご参加をお願いします。

あなたも私もみんなステキ
〜ともに考えましょうみんなの人権〜

人権尊重委員会
人権推進課

（総合センター）

℡ 64-1126
jinsui@town.yuasa.lg.jp人権尊重委員会県外研修を実施しました

▲県外研修の様子

研修を終えて　意見・感想（抜粋）
●語り部さんの救助中の素早い判断と、それを決行するときの心の葛藤や周りの反応は凄く考

えさせられました。
●人と防災未来センターでの研修を終え、改めて防災への備え、知識、行動の大切さを痛感しました。
●南海トラフ巨大地震の発生確率が高まる中、防災意識も必然的に高まる昨今です。そのよう

な時期に今回の見学、研修、講演で多くのことを学びました。
　この内容を町民人権学習会で生かす努力をしたいと考えます。
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